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野
口
・
井
澤
・
岡
村
・
北
澤
・
喜
多
）

2

主
張
と
論
拠

今
、
日
本
は
外
国
人
介
護
士
を
受
け
入
れ
る

べ
き
で
は
な
い
。

→
そ
の
理
由

日
本
の
介
護
士
の
労
働
条
件
は
劣
悪
で
あ
り
、

こ
れ
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
外
国
人
介

護
士
受
け
入
れ
は
こ
の
動
き
を
阻
害
す
る
。

3

不
足
す
る
介
護
労
働
者

�
要
介
護
者
数
の
増
加
ペ
ー
ス
に
比
べ
、
介
護
労

働
者
数
の
増
加
ペ
ー
ス
は
鈍
化
。
（付
属
資
料
１
）

�
介
護
職
員
が
不
足
し
て
い
る
事
業
者
が
多
い
。

（
付
属
資
料
２
）

�
介
護
福
祉
士
養
成
学
校
の
大
幅
な
定
員
割
れ
。

（
付
属
資
料
３
）

4

な
ぜ
介
護
労
働
者
が
不
足
す
る
の
か

介
護
労
働
者
不
足
の
原
因
は
労
働
条
件
の
悪
さ

労
働
条
件
の
悪
さ
！

�
介
護
職
経
験
の
あ
る
求
職
者
の
う
ち
，
介
護
業
界
を
志
望
し
な
い

人
に
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
。
（
複
数
回
答
可
）

1位
精
神
的
・
体
力
的
に
き
つ
い

51
.7
%

2位
仕
事
内
容
の
割
に
賃
金
が
低
い

47
.5
%

3位
休
日
を
取
得
し
に
く
い

37
.3
%

4位
労
働
時
間
が
長
い

31
.4
%

5位
将
来
的
な
見
通
し
が
た
た
な
い

28
.8
%

直
前
に
勤
め
て
い
た
事
業
所
が

（
資
料
出
所
）
厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
雇
用
政
策
課
介
護
労
働
対
策
室

「
介
護
労
働
者
の
確
保
・
定
着
等
に
関
す
る
研
究
会
中
間
取
り
ま
と
め
」

5

産
業
・職
種
別
賃
金
カ
ー
ブ
（男
、
企
業
規
模
計
）
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年
収
（千
円
）

年
収
(万
円
)

全
産
業

全
産
業

全
産
業

全
産
業
（ （（（
男 男男男
） ）））

福
祉
施
設
介
護
員

福
祉
施
設
介
護
員

福
祉
施
設
介
護
員

福
祉
施
設
介
護
員
（ （（（
男 男男男
） ）））

家
族
を

家
族
を
扶
養
で
き
な
い
低
賃
金

扶
養
で
き
な
い
低
賃
金

産
業
・職
種
別
賃
金
カ
ー
ブ
（女
、
企
業
規
模
計
）
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～
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歳

40
～
44
歳

45
～
49
歳

50
～
54
歳

55
～
59
歳

年
収
(千
円
）

際
だ
つ
他
産
業
と
の
格
差
！

際
だ
つ
他
産
業
と
の
格
差
！

年
収
(万
円
)

（
資
料
出
所
）
「
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
（
平
成
１
９
年
）
」

全
産
業

全
産
業

全
産
業

全
産
業
（ （（（
女 女女女
） ）））

福
祉
施
設
介
護
員

福
祉
施
設
介
護
員

福
祉
施
設
介
護
員

福
祉
施
設
介
護
員
（ （（（
女 女女女
） ）））

年
収
3
0
0
万
円
の
差
！
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介
護
労
働
者
の
離
職
率

1
5.
4%

25
.3
%

16
.9
%

12
.2
%

20
.4
%

18
.2
%

25
.9
%

3
2.
7%

16
.6
%

0%

1
0%

2
0%

3
0%

4
0%

全
産
業

介
護
職
員

訪
問
介
護
員

全
体

正
社
員

非
正
社
員

介
護
職
員
の
離
職
率

介
護
労
働
者
の
離
職
率

1
5
.4
%

2
5
.3
%

1
6
.9
%

1
2
.2
%

2
0
.4
%

1
8
.2
%

2
5
.9
%

3
2
.7
%

1
6
.6
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

全
産
業

介
護
職
員

訪
問
介
護
員

全
体

正
社
員

非
正
社
員

離
職
率
の
高
さ

離
職
率
の
高
さ
が
際
立
つ
！

（
資
料
出
所
）
「
平
成
１
９
年
度
雇
用
動
向
調
査
」
厚
生
労
働
省
、
「
平
成
１
９
年
度
介
護
動
向
実
態
調
査
」
介
護
労
働
安
全
セ
ン
タ
ー

※
全
産
業
に
つ
い
て
は
、
「
全
体
」
は
常
用
労
働
者
、
「
正
社
員
」
は
一
般
労
働
者
、
「
非
正
社
員
」
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
指
す
。
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7

不
十
分
な
介
護
報
酬

2
0
0
0
年
介
護
保
険
制
度
発
足

2
0
0
3
年
介
護
報
酬
2
.3
％
引
き
下
げ

2
0
0
6
年
介
護
報
酬
2
.4
％
引
き
下
げ

2
0
0
9
年
（
予
定
）
介
護
報
酬
3
％
引
き
上
げ

＊
た
だ
し
、
介
護
報
酬
3
％
引
き
上
げ
は
追
加
経
済
政
策
の
一
貫

抜
本
的
な
解
決
を
放
置
！

(資
料
出
所
)「
介
護
報
酬
、
３
％
引
き
上
げ
へ
来
年
４
月
実
施
」
2
0
0
8
年
10
月
3
0
日
朝
日
新
聞

8

介
護
士
の
離
職
理
由

重
労
働
に
見
合
わ
ぬ
低
賃
金

（
給
料
に
魅
力
が
な
い
、
体
力
的
に
き
つ
い
、
な
ど
）

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
に
！
（離
職
率
の
低
下
）

ま
ず
す
べ
き
は
、
劣
悪
な
状
態
を
改
善

劣
悪
な
状
態
を
改
善
す
る
こ
と
！

労
働
条
件

労
働
条
件

労
働
条
件

労
働
条
件
の ののの
改
善

改
善
改
善

改
善

9

ま
だ
い
る
介
護
福
祉
士
！

潜
在
的
介
護
福
祉
士

約
2
0
万
人

介
護
業
界
で
就
労

約
2
7
万
人

「
介
護
福
祉
士
」有
資
格
者
約
4
7
万
人
の
内
訳

・
1
年
以
内
に
介
護
業
務
に

従
事
し
た
い

1
0
.6
%

・
将
来
的
に
介
護
業
務
に

従
事
し
た
い

3
8
.8
%

H
1
7
.9
現
在

(資
料
出
所
)平
成
２
０
年
９
月
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
統
計
情
報
部

「
平
成
１
９
年
雇
用
動
向
調
査
結
果
の
概
況
」

1
0

介
護
士
は
や
り
が
い
の
あ
る
職

【
介
護
士
が
現
在
の
職
を
選
ん
だ
理
由
】
（
複
数
回
答
可
）

（
財
）
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
「
介
護
労
働
実
態
調
査
（
平
成
１
９
年
度
）

1
位
働
き
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
か
ら
と
思
っ
た
か
ら
。
55
.9
%

2
位
資
格
・技
能
が
活
か
せ
る
か
ら
。

36
.4
%

3
位
人
や
社
会
の
役
に
立
ち
た
い
か
ら
。

34
.8
%

4
位
今
後
も
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
仕
事
だ
か
ら
。

34
.1
%

5
位
お
年
寄
り
が
好
き
だ
か
ら
。

27
.3
%

回
答
者
数
1
3.
0
89
人

介
護
士
は
人
や
社
会
に
貢
献
で
き
る
誇
り
あ
る
職
業

介
護
士
は
人
や
社
会
に
貢
献
で
き
る
誇
り
あ
る
職
業

1
1

今
、
外
国
人
介
護
士
を
受
け
入
れ
る
と

�
賃
金
の
上
昇
を
阻
害
！

�
日
本
人
介
護
士
も
含
め
て
、
劣
悪
な
労
働
条

件
の
改
善
は
見
込
め
な
い
。

外
国
人
介
護
士
に
と
っ
て
も
日
本
人
介
護
士
に

と
っ
て
も
マ
イ
ナ
ス
！

1
2

労
働
時
間

労
働
時
間

労
働
時
間

労
働
時
間
の ののの
短
縮

短
縮
短
縮

短
縮

ま
と
め

介
護
労
働
者
の
待
遇
改
善

潜
在
的
介
護
労
働
者
が
復
職
！

賃
金

賃
金
賃
金

賃
金
U
P

待
遇
改
善

待
遇
改
善
に
よ
り

に
よ
り
、
介
護
労
働
者
数

、
介
護
労
働
者
数
は
増
加

は
増
加
！！

新
た
な
就
職
者
数
の
増
加
も
！
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3

1
3

ま
と
め

�
介
護
業
界
の
人
手
不
足
の
理
由
は
介
護
士
の

置
か
れ
た
劣
悪
な
状
況
。

�
外
国
人
介
護
士
受
け
入
れ
よ
り
、
ま
ず
こ
の
劣

悪
な
状
況
を
解
決
す
べ
き
！

今
、
日
本
は
外
国
人
介
護
士
を
受
け
入
れ
る

べ
き
で
は
な
い
。

1
4

発
表
要
旨

�
介
護
労
働
者
の
経
験
を
積
ん
で
も
上
昇
し
な
い
賃
金

や
離
職
率
の
高
さ
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
介
護
業
界
の

労
働
条
件
は
劣
悪
で
あ
る
。

�
介
護
労
働
者
の
離
職
理
由
と
し
て
多
い
の
は
「
重
労

働
に
見
合
わ
な
い
低
賃
金
」
。

�
一
方
で
、
介
護
と
い
う
職
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る

労
働
者
は
多
い
の
で
、
労
働
条
件
の
改
善
が
な
さ
れ

れ
ば
介
護
労
働
者
数
は
増
え
る
は
ず
で
あ
る
。

→
日
本
は
今
、
外
国
人
介
護
士
を
受
け
入
れ
る
べ
き
で

は
な
い
。

1
5
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